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2 学 校 施 設 の耐震 化 の状 況 お よび被 害 の概要

各「Tの教育委員会より得た客‖,●小中学校施i'の 耐震診

的i 耐

「

補強の進ll状況を表]に示す.ス |の ように、今い訓

査した5]1で は RC造狡合についでは、昭lu56年 以前の建物

の耐震補強とI召和57年 以降の新

'tiに
よる建物により 耐

たイいが1ヒ ●|1進 んでいる。その 方で 校↑を,■ したた

め体育館の耐震イしが遅れているのが現状のようである.

移動中に観察した様 rや nr役場 学校関係者の話を|■lく

限り ,11調査した51け では、震●6強や5弱 を観測したに

もかかわらす ●延,宅などの民」延丼も含めてガラスの

破損、家具の,I●・lな どを除くと大きな技害は生じなかった

ようである。学校施設についても RC進 枚舎では、lt造

躯体の技吉は11や■の軽微なひび割れ程度で その(し、エ

■スパンション ジョイント部のlFl傷  窓ガラスや仕上げ

タイルの破損 I光●の落 ド 本lllの 転11 食器の炒損な

どJF僣 地剖
`材

、設1「  lt器の被告が生した本1度であった。

体育館でも 改築を要するはどの人被害は■していないが、

人ll材の″下など危険な被告が数lvllill吉 されている.築館

口「●築I●Rtt ll・育館、米山町立米 中 体市館や誦イヽ口l●

涌谷中 武道場では 人■の■ Lげボー トが落下した。ま

た、築館 IT立 築館中 体市館では、
'■

根面iブ レースの接合

部のリベットが破IFし て格下、前谷‖1'覚岳 (の のだけ,

中の体育館で窓サツシの押さえ金具が多数脱落などの

'言がil・ 告されている。これらのうち、油谷 1 式道館、■店

中 休育館は、それぞれ平成9年  町イ和60■ と新しい建物

であり 新耐震占 1法以イの体育館でもこのような朝推造

部llに危険な破■が生じたことには十分に留意し 非柿泄

部材の収 り伺け部の設:卜やデイテール 施「 ttな どについ

ての点検や,1と しが必要と思われる.

3 個別建物の被害

以 ド、調査した1回 別建物のIt各 事夕」を示す。なお報告●

のひび制れ幅はクラツク スケールによりH`Jで 測1定 した

ものである。

31 金成町立沢辺小学校

・r在地 :栗原郡0成 1,沢 7Jttll'申 200

(1)校 ,(RC造
`階

建、S54建設)

両手貢診断の結果、1指Tf行方山1の構造耐F_指 標 s値 'は

066で 、1ヒ 偕面のltに 袖壁を増設する袖強が行われた.

写真1の ように増設した袖*に怪微なⅢげひび書|れが発

4し たlL、 張 |・1方

“

の耐震壁や方立て■にもせんLtひ び

llれ (幅0 2min程 度)力 :■ した。

(2)体市ll(1'RC造  2■S.L、 s54建設)

而1震 nt強 (ll面 ブレースおよび屋根ブレースの交換 )

が

`,わ

れており、今いの地震では無被書であった.

Ｎ＼

沢辺小学校lI物配置図

写真1 沢辺小学校 校舎のi曽設 した袖壁

(軽微 な曲けひび割・12が発生 した,

表1 小中学校施設の耐震診断 耐震補強の進歩壮況

耐震診断 耐震稿強の進捗状況

II‐ (沢辺小学校 )は

その他は未布強.

業館小 集館中は耐震診断 を行 ったか未

補強.そ の■の3小学校は 新耐嵐 S57)以

1降の建物で 補強不要.

小学校3●のRCttl‐ 合は全て耐震補強済み.

小学校31‐ は耐震補強済み.

RC造校合にっtヽ ては全て耐震襦強着鷹

たは 新耐震tS57)以 降の建物で 補強不要,.

技合     
「

¬ 体育館

]文 m`オ 子ヽ省の「学校施設の ll度

`L'1址

に関する調査研究報■書J

(ht(p● ヽ、、,● ●、i goip b_m。 ●。ヽ hi,gilindo、 htm)|=ょ ると 平成14

午4■ 1日 のlf点 での■回小中学l.の 1耐震化率は約,7■,{推 定値
'で

ある

2 建物の面!ゞ llntの 訓'価 に,い る数W.数 11が 大きくなるほど耐震IIが 高

く  ,:に はIs-06が耐震綺・
hの 要●を lltす る‖安 子蔵施;'で は 世

難所としての機能などを考はして1、‐07を 日

'に
瀬拉することが多い.
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ン ソコイントの衝突によるひび割れが生したが、全体

として構造躯体の破11は
『

微であった。多くの教
=で

,■ 4に 示すように人丼の暖房器具の金属製カバーが落

下するなどの非鷹卸
`材

の被害が41し た。

(2)14育館 (1階RC泄 十ギャラリーより上St S61)

RC.7分 の
‐
撲

“

や 掃きlLし 窓により短Hヒ したオ主

にせん断ひび割れ (幅05mnl程度 猥傷度J)が多数発

■した。また、写真5の ように天,卜 のイ|にげボー ド (′

ラスウール)が多数落Tし た。

35 築館中学校

PF iL地 :栗所:郡築館町高日281

(1)校舎

RCt薇舎41113陪建、S42-S17建 設 写真6)力 iあ

り、それぞれの最小ヽ値は055～ 068で ある。薇

'強

設詞

済みであるが補強二十は行われていない。各校命棟では

老オ|イヒによる以前からのひび害1れ の

':大

も含め、腰壁

=Itの
Itひ び告」れ、■Fi l部の隅角部のひび制れや|IHL段

室の耐F_壁 などにひび制れ (幅 02n〕 nlF,1、 損傷度.1'

度)が生したが、全体としての技災度は軽微であった。

教室内の空調ダクトを格納している天■ボードにたわみ

及びひび割れが生じた。

(2)体育館

屋 lllは 写真7の ようにトラス梁と屋根面ブレースから

構成されており 屋根面ブレースのガセット接全部のリ

ベットが餃断 (写真8)し て

`ド
し ブレース2本が■れ

下がった (調査時には応急処置済み)。 また、屋択|サ け

提部のコンクリー トが破揖し■
'1致

価 00c n人、,■ 8)

が体育m～に者下した。また、窓ガラスが3枚破損した。

築館中学校建物配置図

□ □

写真4 校舎棟天丼暖房器具

写真6 築館中学校 南教室1束の全景

写真5 体育館の天丼l■上けボードが落下

写真7 葉館中学技 体育館

写真8 体育館天丼から落下 したりベ ット コンクリー ト片など
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全景を写真11に 示す。耐震診円i(li行 方向のIsは 1ヽ 3階

で062ヽ 063)を 行い 耐
「

捕強工事 (RC耐 震壁]、 2階

で各1枚の増設、壁抜けヽのm強 (袖十増設、鋼板巻き))

を実施済みであった。廊「  教■の床に多数のひび割れ

(1高 1 2mlnオ 1度 )、 1要壁にも縦ひび11れが見られたが、柱

などの性造躯体に大きな根傷はなかった
`‐

1 2■の補強

RC,L耐 震壁 (写 真12)に せん的,ひ び11れ 3本社度企■

(1階 は幅06mm 2階は03mハ1 猥傷● I II度 )し て I‐

り、地震I十 に捕強壁が有効にせん断力を負担したと思わ

れる.鋼板巻き杓,強 した ド||.叶抜け架性のオ主には損傷は

見られなかった (写真]3).

(2'体市館 (Sせ 、年代不明)

体市館は、窓ガラスが多数破損したとのことである.

39 涌谷中学校

・r在地 :遠 Ш川
`i的

谷Iげ油谷宇内林1

(1).l校 舎 (RC造31ynt建 、S56建設)

南

“

iを 写真11に  1嗜伏図を図3に 示す.ll震診 ll(lll

行方向のIsは 1階043(第 2種li造要素 を無視すると066)

2階073 3皓 139)、 llT強 設il(RCFfl lTl震壁6枚、鉄骨

ブレース]枚の増設)をイiい両|だ補強済み.

m贅鉄骨プレースの核合部モルタルに鉄骨枠に■交万

Ⅲlに

'微
なひび告」れが■していたが 施1抑キのものと思

われる。補強RCt耐震す (写 真15)の Ffl 部隅角部には

「
微な余めひび害|れが発生した個所があり llI存 のオIは

綺強開口耐震壁

,~「 需纏馨 卜1瑞警―

12

を
11 一

　

〇

‘可
‘―
―

一　
　
　
　
　
ｏ io  io  i。 サl1  1。

~¬~~~「 ~可~~1~~T~

| | 1鉄iブ
レ
Tス

X12  11=

図3 涌谷中学校南校合の1階伏図と部材損傷度 (単位mm)

! その,IIIが破崚して,,力 支持籠力を失うことで (lLの部材がII令でも,

笙勁¨ ,2を引き起こす詢
`II.ll力

支持掟ルを失わなければ無視できる.

写真11 涌谷第二小 教室棟の全景 写真13 鋼板巻き補強 した
=抜

け架構のl■ 帳 傷は見 られない)

写真12 iRttRC造 耐震壁 (せ ん断ひび割れが発生 )
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Ⅱ程度のせん断ひび制れが発生したことから 建物重iの

軽減がこの程度の被害に拌まらせることに貢献したともll

断できる。

このように今回調査した学校建物の耐震補強法は妥当で

あり、有効に機能したと考えられる。一方、朝構造部材の

級害は今回も多く発生し ガラスの破損 教室の天■に設

置された暖房設備の企綱の落下や体育館の天丼材の落下が

頭著であった。今回のH_震では体育館内の落下物によって

怪我をした児童 ′Lltは幸いにもいなかったが、学校の先

生がたは地震が発生したらすぐに体育館外に避 UIIすべきで

あると痛感されたようである。しかし地震時に多 くの児

童 生徒の行動を草握して避難行動を円滑に行うことには

困難が伴うであろう。体育館は地震時の避難場所になるよ

うな施設であるから 人丼材の落 ドなどは本来あってはな

らないはずである。早急な点検と対応とが
`必

要であると思

われる。

今回の地震は 各地で大きな震度が観洲lさ れた害|に 全体

として建築物の被害が少なかったが、これはヽれの周期が

02-03秒の比較的短い成分が卓越 した地震波であ り 建

物の月期とずれていたことが幸いしたと言われている。今

後20年 以内に90%近い確立での発生が予想されている,城

県沖地震の地震波は、1,78年 の地震の.E録やその発生の機

構から 建物の月期と一致する成分の多いものと予想され、

今回を大きくL回 る被害を,き 起こす可能性が高い。した

がって、今卜の少ない被告に安心することなく、建物の耐

震化対策を引き続き推進することが望まれる。
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